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人間文化専攻 博士前期課程 

１．募集人員・取得学位等 

分 野 取得学位 修業年限 募集⼈員 
教育・⽂化研究 修⼠（学術・⽂学） 

２年（昼間） １５名 福 祉 ⽂ 化 研 究 修⼠（学術・福祉） 
臨 床 ⼼ 理 学 修⼠（学術・⽂学） 

 

 

２．出願資格 

次の①〜⑨のいずれかに該当する者とします。 
① ⼤学を卒業した者及び 2026 年 3 ⽉までに卒業⾒込みの者 
② 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 104 条第 7 項の規定により学⼠の学位を授与された者及び

2026 年 3 ⽉までに授与される⾒込みの者 
③ 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者及び 2026 年 3 ⽉までに修了⾒込みの者 
④ 外国の学校が⾏う通信教育における授業科⽬を我が国において履修することにより当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者及び 2026 年 3 ⽉までに修了⾒込みの者 
⑤ 我が国において、外国の⼤学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教
育施設であって、⽂部科学⼤⾂が別に指定するものの当該課程を修了したとされる者及び 2026 年 3
⽉までに修了⾒込みの者 

⑥ 専修学校の専⾨課程（修業年限が 4 年以上であることその他の⽂部科学⼤⾂が定める基準を満たす
ものに限る。）で⽂部科学⼤⾂が別に指定したものを⽂部科学⼤⾂が定める⽇以後に修了した者及び
2026 年 3 ⽉までに修了⾒込みの者 

⑦ ⽂部科学⼤⾂の指定した者（昭和 28 年⽂部省告⽰第 5 号） 
⑧ 学校教育法第 102 条第 2 項の規定により他の⼤学院に⼊学した者であって、本学⼤学院において、

⼤学院における教育を受けるにふさわしい学⼒があると認めた者 
⑨ 本学⼤学院において、個別の⼊学資格審査により、⼤学を卒業した者と同等以上の学⼒があると認め

た者で、2026 年 3 ⽉ 31 ⽇までに 22 歳に達する者※ 

※⑨により出願を希望する者のうち A ⽇程出願希望者は 8 ⽉ 20 ⽇(⽔)までに、B ⽇程出願希望者は 12 ⽉ 1 ⽇(⽉)
までに本学⼤学院において、個別の⼊学資格認定を受ける必要があります。詳細は事前に⼊試広報課までお問い
合わせください。 

 出願資格が満たされていない場合、書類を受理できません。出願資格の有無が明確でない場合は、早めに

入試広報課までお問い合わせください。 
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３．選抜の種類 

選抜の種類は、次の⑴〜⑶です。いずれかの選抜で出願してください。 
なお、出願期間、試験⽇、合格者発表はすべて同⼀スケジュールとします。（P2 参照） 

  ⑴ 一般選抜 

社会⼈選抜・私費外国⼈留学⽣選抜のいずれにも該当しない者 
  ⑵ 社会人選抜 

⼊学時において３年以上※の社会⼈としての実務経験を有する者 
  ※「２．出願資格」の⑨に該当する者が社会⼈選抜へ出願を希望する場合、社会⼈としての実務経験は、⼊学資

格審査において求められる最終学歴以降の研究期間の最短年数を控除した３年以上必要です。 
  ⑶ 私費外国人留学生選抜 

私費外国⼈留学⽣（出⼊国管理及び難⺠認定法に定める留学の在留資格を有する者）を対象とし、 
（財）⽇本国際教育⽀援協会が実施する⽇本語能⼒試験 N1 の認定を受けている者。 

 
４．選抜方法及び試験時間 

提出された書類審査及び以下の⽅法をもって総合的に判定します。⼀般選抜、社会⼈選抜、私費外国⼈留学
⽣選抜とも同様の選抜⽅法で実施します。 
 
教育・⽂化研究分野/福祉⽂化研究分野 

選抜⽅法 内 容 評価⽅法 試験時間 

⼝述試験 提出された論⽂と研究計画書に基づいた⾯接 段階評価 10：00〜 

  ※…私費外国⼈留学⽣選抜の場合、⼝述試験において⽇本語能⼒をはかります。 
 
  臨床⼼理学分野【A ⽇程のみ】 

選抜⽅法 科⽬・内容 評価⽅法 試験時間 

筆記試験 
英⽂問題を 1 問含む専⾨科⽬ 
・⼼理学についての学部レベルの学⼒を問う 
・本学が⽤意した英和辞典を使⽤可 

点数評価 
（配点 100） 

10：00〜 
12：00 

⼝述試験 
⼼理学的研究を進める基礎能⼒（提出された論⽂
と研究計画書の内容について）と⼼理学的援助に
携わる資質を問う⾯接 

点数評価 
（配点 100） 

13：00〜 

  臨床心理学分野は筆記試験と口述試験の総合得点により合否判定を行います。ただし、総合得点が合格ライン以上で

あっても、各試験科目の得点が基準に満たしていない場合は不合格になることがあります。 

   ※私費外国⼈留学⽣選抜の場合、⼝述試験において⽇本語能⼒をはかります。 
 

 

 

☆臨床⼼理学分野を志願する⽅へ☆ 
 臨床⼼理学分野の⼊学には、将来、公認⼼理師として社会に貢献するために、⼼理学についての学部

レベルの学⼒を有し、⼈間が抱える特にこころの諸問題に対して⼼理学的⽅法を駆使して研究をすす
めていく基礎能⼒、そして⼼理的援助に携わるだけの⽬的意識と責任能⼒を伴った資質を保持してい
ることが必要です。 

また、公認心理師の資格を得るためには、大学院に入学するまでに 4 年制大学等において、省令で

定められている公認心理師に必要な科目を修得して卒業していることが必要となります。 
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５．出願書類 
  出願書類は、本学公式ウェブサイトからダウンロードしてください（⼊試情報→[⼤学院]⼊試→出願書

類）。⼿書きの場合は、プリントアウトした書類に⿊のペンまたはボールペンを⽤い、⾃筆及び楷書で記
⼊してください。 

出 願 書 類  説 明 ・注 意 事 項  

志願票 

調査票 

検定料納付票 

・ 写真は、出願前の３ヶ月以内に撮影されたものを貼付。上半身、正面、脱帽のうえ、縦 4 ㎝×横
3 ㎝であること。不鮮明な写真及び髪で目が隠れている写真は不可。写真の裏面に志望研究
分野と氏名を必ず記入すること。 

・ 検定料は巻末にある「入学試験検定料振込用紙」を使用し納入すること。納入後は、志願票・
調査票の検定料納付票の欄に収納証明書を貼付すること。 

卒業･修了 

(見込)証明書 
最終出身大学等が作成したもの。卒業見込、修了見込の者は見込証明書を提出。 

成績証明書 最終出身大学等が作成したもの。 

健康診断書 

 

所定の書類を使用し、出願前の３ヶ月以内に受診し、作成されたもの。 

大学在学生は、大学発行の健康診断証明書でも可。 

出願理由書 A４判の用紙を使用し、書式自由、1,000 字以内。所定の出願理由書表紙＊をつけること。 

研究計画書 
・A４判の用紙を使用し、書式自由、2,000 字以内。所定の研究計画書表紙＊をつけること。 

・前期課程に入学後の研究計画について、次の①～③の事項を満たし提出すること。 

①研究テーマとその概要 ②研究目的 ③研究計画 

論文等 

・提出の際は、A４判の用紙を使用し、書式自由、所定の論文表紙＊をつけること。 

【臨床心理学分野】※論文等提出は必須。 

・心理学に関する卒業論文、又はそれに代わる論文を提出すること。 

【教育・文化研究分野/福祉文化研究分野】 

・卒業論文を含む論文がある場合は、提出することが望ましい。 

※卒業論文提出予定の志願者で、論文未完成の場合は、進捗状況報告書（A４判用紙を使用し、
書式自由、2 枚程度）を提出することで代用することができる。 

論文の要約  

・臨床心理学分野は必須。 
・臨床心理学分野以外の志願者で論文を提出する場合は必須。 
・A４判の用紙を使用し、書式自由、２枚程度。所定の論文要約表紙＊をつけること。 
※卒業論文代替として進捗状況報告書を提出する場合は不要。 

在職･所属 

証明書＊  

 〔社会人選抜のみ対象〕 

・所定の書類を使用し、出願時に社会人として在職している者のみ提出。 

・記載内容が所定用紙の項目をすべて充当していれば、それぞれの勤務先で作成したものでも可

（A４判）。 
私費外国人 

留学生履歴書 
〔私費外国人留学生選抜のみ対象〕 

住民票と 

在留カード 

のコピー  

〔私費外国人留学生選抜のみ対象〕 
 日本国に在住し、外国籍を有するものは住民票と在留カードのコピー（表・裏の両面）を提出。 
ただし、出願時に日本国外に居住している場合は不要。 

日本語の学力 

に関する 

成績証明書  

〔私費外国人留学生選抜のみ対象〕  
（財）日本国際教育支援協会からの日本語能力試験 N1 の認定書 （コピー可） 

入学後の 

収支計画書 
〔私費外国人留学生選抜のみ対象〕 入学後の収支計画を記入し提出。 

注１．出願後の出願内容の変更は認められません。 

２．提出する書類は論文等を含め、日本文または英文とします。それ以外の外国語の場合は訳文を添付してください。 

３．提出された論文、論文の要約、研究計画書は原則として返却しませんので複写したものを提出してください。 

４．証明書等に記載の氏名が現在の氏名と異なる場合は、本人であることを証明する公的書類（戸籍抄本）を添付して 

ください。 

５．受付けた出願書類に虚偽の記載事項が発見された場合には、入学許可を取り消すことがあります。 
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６．入試日程及び出願書類の提出 

 ⑴⼊試⽇程 
⽇程 研究分野 出願期間 ＊消印有効 試験⽇ 合格者発表 

A 日程 

教育・文化研究 

福祉文化研究 

臨床心理学 

9 月 8 日(月)～9 月 19 日(金) 10 月 3 日(金) 10 月 10 日(金)

B 日程 
教育・文化研究 

福祉文化研究 

2026 年 
1 月 26 日(月)～2 月 2 日(月) 

2026 年 
2 月 16 日(月) 

2026 年 
2 月 20 日(金) 

 ※臨床⼼理学分野は、Ａ⽇程のみです。 
 
⑵提出⽅法 
 任意の封筒を利⽤し、「５．出願書類」を必ず簡易書留速達で郵送してください（消印有効）。 

ただし、⻑崎純⼼⼤学在学⽣に限り、出願期間内に持参可（受付窓⼝：⼊試広報課） 
 
送付先 ＜宛名＞⻑崎純⼼⼤学 ⼊試広報課 

＜住所＞〒852-8558 ⻑崎市三ツ⼭町２３５番地 
 
７．検定料 

３０，０００円 
  ※検定料の納⼊⽅法は P11 を参照してください。 
  ※⼀旦受理した検定料は、⼀切返還できません。 
 

 

８．試験会場     

⻑崎純⼼⼤学（P15 を参照してください。） 

 

 
９．大学院入試に係る事前相談     

  2026 年（令和 8 年）度博⼠前期課程を受験される⽅は、⼊学後の研究内容のミスマッチを防ぐため 
受験の２か⽉前までに事前相談を⾏なってください。お気軽に⼊試広報課までご連絡ください。 
※臨床⼼理学分野は、事前相談を⾏いません。 

 《受付期限》 博士前期課程 A 日程：7 月末   

博士前期課程 B 日程：11 月末 

【問合せ先】入試広報課 （平日 9：00～18：00） 

 E-mail : nyushikoho@n-junshiｎ.ac.jp  

電  話： 095-846-0084㈹ 

  


